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2008-12 広報いで ２

合
計
が

ｍ
に
な
る
長
巻
き
寿
し

５０

作
り
が
行
わ
れ
、
約

種
類
の
具

５０

材
を
使
用
し
た
み
そ
鍋
と
と
も

に
、
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
封

入
式
が
行
わ
れ
、
各
保
育
園
や
小

中
学
校
の
代
表
者
が
、
自
分
の
将

いいでのまちかいでのまちかどど

ウオ
ッチン

グ

自
然
・
ロ
マ
ン
・
人
に
や
さ
し
い

井
手
の
町

合
併

周
年
記
念
式
典

５０

盛
大
に
開
催

式辞を述べる汐見町長

１
９
５
８
年
（
昭
和

年
）
に

３３

旧
井
手
町
と
多
賀
村
が
合
併
し
て

今
年
で

周
年
を
迎
え
、
そ
の
記

５０

念
式
典
が

月

日
（
日
）、
自
然

１１

１６

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

式
典
は
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
椿
坂
で
音
楽
活
動
を
さ
れ
て
い

る
「
奏
～
か
な
で
～
」
の
方
が
さ

わ
や
か
な
歌
声
で『
井
手
町
の
歌
』

を
斉
唱
し
、
開
会
し
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
挨
拶
に
立
っ
た
汐

見
町
長
か
ら
「
数
々
の
困
難
を
克

服
し
復
興
に
立
ち
上
が
っ
た
先
人

に
対
し
深
い
敬
意
と
感
謝
の
意
を

表
し
、
こ
れ
か
ら
も
住
民
の
皆
様

と
と
も
に
積
極
的
に
町
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
式
辞
が

あ
り
、
続
い
て
中
坊
町
議
会
議
長

か
ら
町
議
会
を
代
表
し
て
の
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
永
年
勤
続
収
入
役
、

町
議
会
議
員
、
行
政
委
員
、
民
生

児
童
委
員
、
食
生
活
改
善
推
進

員
、
体
育
指
導
員
、
消
防
団
員
や

地
域
社
会
の
振
興
・
発
展
の
た
め

に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
、
町
の
発

祝辞を述べる山田京都府知事

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

多
額
の
金
品
を
寄
附
さ
れ
た

方
々
、

人

団
体
に
汐
見
町
長

８０

１８

か
ら
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
来
賓
の
山
田
啓

二
京
都
府
知
事
、
家
元
丈
夫
京
都

府
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
と
山
吹
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前
広
場
を
会
場

に
特
別
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

と
し
て
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
「
い
づ

み
太
鼓
左
馬
」
に
よ
る
力
強
い
演

奏
が
会
場
に
響
き
わ
た
り
ま
し

た
。同

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
合
併

周
５０

年
に
ち
な
み
、

㎏
の
も
ち
米
を

５０

使
っ
て
の
餅
つ
き
大
会
や
長
さ
の

来
の
姿
を
描
い
た
絵
や
将
来
の
夢

を
書
い
た
作
文
、
未
来
の
自
分
へ

宛
て
た
手
紙
な
ど
を
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
に
納
め
ま
し
た
。
こ
の
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
は
、
役
場
庁
舎
で
一

定
期
間
展
示
さ
れ
た
あ
と
、
開
封

さ
れ
る
２
０
３
８
年
ま
で
役
場
で

保
管
さ
れ
ま
す
。

タイムカプセル封入式

式辞を述べる中坊議長 祝辞を述べる家元府議会議長

長巻き寿司作り

餅つき大会

左馬演奏 大鍋振る舞い
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アートフラワーづくりの体験コーナーも

【
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合
長
賞
】

煙
柿

阪
脇

治

【
日
本
農
業
新
聞
大
阪
支
所
長
賞
】

煙
堀
川
ゴ
ボ
ウ

横
田

保
夫

▼
第

回
菊
花
展
示
会
入
賞
者

１９

【
京
都
府
知
事
賞
】

煙
３
鉢
花
壇
の
部

横
田

楢
造

【
井
手
町
長
賞
】

煙
３
鉢
花
壇
の
部

木
田

健
一

煙
単
鉢
の
部

古
川

岩
生

【
井
手
町
議
会
議
長
賞
】

煙
３
鉢
花
壇
の
部

古
川

好
男

煙
単
鉢
の
部

谷
田

友
利

【
井
手
町
菊
花
会
長
賞
】

煙
３
鉢
花
壇
の
部

古
川

正

煙
単
鉢
の
部

吉
川

脩

「
五
十
年
」の
文
字
を
書
き
上
げ
て

い
ま
し
た
。

文
化
祭
の
式
典
冒
頭
に
は
、
町

政
振
興
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
自
治
功
労
者
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
表
彰

さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼
自
治
功
労
表
彰

○
福
田

宏
司
（
上
井
手
区
）

○
杉
山

吉
次
（
石
垣
区
）

○
宮
本

安
（
石
垣
区
）

○
八
木

勲
（
東
部
区
）

▼
平
成

年
度
農
林
畜
産
物
等
品

２０

評
会
入
選
者

【
京
都
府
知
事
賞
】

煙
み
ず
菜

原
田

勲

【
山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
会
長
賞
】

煙
み
か
ん

辻
井

幸
弘

【
井
手
町
議
会
議
長
賞
】

煙
ネ
ギ

原
田

勲

演
技
、
町
空
手
道
教
室
の
生
徒
に

よ
る
空
手
道
演
武
、
一
般
参
加
者

か
ら
の
カ
ラ
オ
ケ
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
と
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
会
場
で
は
割
れ
ん
ば
か
り
の

拍
手
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

山
城
勤
労
者
福
祉
会
館
で
は
、

各
サ
ー
ク
ル
や
教
室
、
一
般
か
ら

の
力
作
が
所
せ
ま
し
と
展
示
さ

れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
足
を
止
め

熱
心
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

の
分
署
員
が
運
転
す
る
ミ
ニ
消
防

車
に
乗
車
で
き
る
消
防
の
広
場
な

ど
も
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
広

場
で
は
、
う
ど
ん
や
天
ぷ
ら
、
フ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
や
人
形
す
く
い
な

ど
の
模
擬
店
の
ほ
か
、
パ
ワ
ー
シ

ョ
ベ
ル
を
操
作
し
て
文
字
を
書
く

『
Ｄ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
祭
』
が
催
さ

れ
、
合
併

周
年
を
記
念
し
て

５０

合
併

周
年
記
念
第

回
井
手

５０

２９

町
文
化
祭
（
文
化
祭
実
行
委
員
会

＝
小
川
俊
雄
委
員
長
）
は
、

月
１１

１
日
（
土
）、
２
日
（
日
）
の
２

日
間
開
催
さ
れ
、
菊
花
展
・
作
品

展
・
商
工
祭
・
農
業
祭
・
舞
台
発
表
・

青
少
年
の
主
張
大
会
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
し

た
。舞

台
発
表
で
は
、
保
育
園
児
や

小
学
生
の
歌
や
踊
り
を
は
じ
め
、

『
き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
少
年
少
女
合

唱
団
』
に
よ
る
合
唱
や
『
い
づ
み

太
鼓
左
馬
』に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、

い
づ
み
ま
な
び
教
室
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
大
正
琴
演
奏
や
太
極
拳
の祝辞を述べる汐見町長 挨拶をする二木副委員長

踊りを披露する園児

会場は多くの人でいっぱい

と
も
に
築
こ
う
文
化
創
造
の
ま
ち
・
井
手

合
併

周
年
記
念

５０

第

回
井
手
町
文
化
祭

２９

青少年の主張大会の様子 文化財展示室には貴重な資料がいっぱい

汐見町長から表彰状と記念品が贈られました
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▼

１０月２５日（土）、大正池周辺でワタキューセイモア（株）の
社員や家族らが社会貢献活動の一環として、森林の働きなど
環境保全に対する認識を深めるため森林整備体験活動を行い
ました。
開会セレモニーに続き、小川憲一森林インストラクターか

ら森林の働きや作業での注意点の説明を受けた後、参加者は
下草刈りや枝打ちに汗を流していました。刈り取られた下草
などは、粉砕機で細かく粉砕され、肥料として森林に散布さ
れました。

▼

１０月２８日（火）、ＪＲ奈良線複線化促進協議会（会長＝
汐見明男井手町長）の平成２０年度総会が山城勤労者福祉
会館で開催されました。
開会にあたり汐見会長は「奈良線は高速化などにより

利便性が高まりましたが、更なる利便性の向上には複線
化が必要です。今後も全線複線化に向けて取り組んでい
きたいと思っています」とあいさつ。
続いて、春名ＪＲ西日本京都支社企画課長、松村京都

府建設交通部交通対策課長らがあいさつ。また、家元京
都府議会議長のメッセージが事務局より披露されまし
た。
総会では、平成１９年度決算、平成２０年度事業計画・予

算などを承認しました。

▼

１０月２３日（木）、多賀小学校４年生１８名が社会科の授業
の一環として、京田辺市消防署井手分署の施設見学に訪
れました。
児童らは、分署員の説明を受けながら通信指令室や仮

眠室など施設内を見て回りました。また、分署員が消防
車に乗り込み出動する様子を見学したり、放水作業の体
験や消防車・救急車の設備などの説明を受け、住民の命を
守る消防署の仕事をしっかりと学びました。

▼

１０月２２日（水）、農林水産大臣表彰を受賞された井手町農業
委員会会長の大西猛さんが役場を訪れ、汐見町長に受賞報告
を行いました。
大西さんは、昭和３９年から農業委員となり、平成１４年から

同会の会長を務められており、この度長年にわたる功績が評
価され大臣表彰を受賞されました。
大西さんは「このような賞を受賞できたのは、みなさんの

ご協力があってできたものです。これからも賞に恥じないよ
う、頑張っていきます」と話されました。
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▼

自然と名所旧跡を楽しみながらハイキングでいい汗を流
してもらおうと、町健康づくり推進協議会（古川好男会長）
と町美しいまちづくり協議会（古川博会長）共催の秋の健
康ハイキングが小春日和に恵まれた１１月１５日（土）に行わ
れました。
当日は、参加者約７０人がＪＲ山城多賀駅前に集合し、高

神社・谷川ホタル公園・龍王の滝・山城多賀フルーツライン
までの約４．５㎞のコースを紅葉を眺めながら歩きました。

▼

１０月３１日（金）、老人福祉センター玉泉苑で町民生児童委員協議
会（上島喜久次会長）と町社会福祉協議会（中坊溥会長）共催の
子育てサロンが行われ、約４５人の親子が参加しました。
今回は、京都市内でボランティア活動をされている西垣英子さ

んを講師に招き「バルーンアート」を行いました。お母さんが風
船に空気を入れ、犬やキリンなどお子さんのお気に入りの動物を
作りました。

▼

１１月１１日（火）と１２日（水）の２日間にかけて、泉ヶ丘
中学校（松本秀男校長）の２年生７０人が、町内企業や町立
図書館で職場体験学習を行いました。
体験学習は、仕事体験を通じて、働くことの喜びや苦労

を感じ、将来の進路について関心を持ってもらうことを目
的に行われ、生徒らは各職場で説明を受けた後、従業員の
方と一緒に加工作業などの業務を体験しました。

宛 姐鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵
平成２１年度井手町建設工事等一般競争（指名競争）入札参加資格審査申請について

（１）受付種別

町内（土木・建築・舗装・水道・電気・その他・コンサルタント・物品・一般廃棄物）

町外（工事・コンサルタント・物品）

（２）有効期間 （５）期間中の受付日時

町内・町外（追加）業者1年間（平成22年3月31日まで） 平日午前9時～正午、午後1時～4時まで受付

（３）参加申請受付期間 （土曜日、日曜日、祝日を除く）

平成21年1月6日（火）～平成21年1月30日（金） （６）受付・配布・問合せ場所

（４）作成要領配布期間 〒610－0302

平成20年12月10日（水）～平成21年1月30日（金） 京都府綴喜郡井手町大字井手小字南玉水67

井手町役場 建設課（3階）℡0774－82－6167
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土金木水火月日
13121110987

さんさん会
（玉泉苑）

20191817161514
よちよち広場
わらべうた
（リース作り）

さんさん会
（支援センター）

たけのこ広場
（多賀保育園）

おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

27262524232221
ぴよぴよ広場
わらべうた

（ふれあい遊び）

さんさん会
（玉泉苑）

休日
さんさん会（OP）
リトミック

（支援センター）
321/131302928

10987654
さんさん会（OP）
リトミック

（支援センター）

さんさん会
（支援センター）

子育てサークル活動
さんさん会：午前10時～正午（妊婦～3歳位の子どもとその保護者）

代表：神村（０９０－１６７９－７１８２）
たけのこ広場：午前10時半～正午（未就園児の子どもとその保護者）

代表：巽（８２－２４３６）
＊初めての方は、代表まで連絡をしてください。

各広場の対象者
＊とことこ広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者
＊よちよち広場：7ヶ月～1歳半位の子どもとその保護者
＊ぴよぴよ広場：妊婦～6ヶ月位の子どもとその保護者
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者

京
都
府
山
城
北
保
健
所
難
病

相
談
（
神
経
系
）に
つ
い
て

日
時
／
平
成

年
１
月

日（
火
）

２１

２７

午
後
１
時
～
３
時

分
３０

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴

喜
分
室
（
京
田
辺
市
）

対
象
者
／
神
経
系
難
病
及
び
そ
の

疑
い
が
あ
る
方
や
そ
の
家
族

＊
神
経
系
難
病
と
は
・・・
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
、
多
発
性
硬
化
症
、
脊

髄
小
脳
変
性
症
、
重
症
筋
無
力
症

な
ど

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談

と
指
導
・
助
言

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
南
京
都
病
院

神
経
内
科

岡

伸
幸
先
生

定
員
／
６
名

申
込
み
先
／

月

日
（
水
）
か

１２

１７

ら
受
け
付
け
ま
す
。
京
都
府
山
城

北
保
健
所
綴
喜
分
室
（
℡

‐
５

６３

７
４
５
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

子育て支援センターからのお知らせ

親子で一緒に遊んだり、育児の情報交換や相談のできる場として｢井手町子育て支援センター｣を開設しています。

子育て支援センターは玉川保育園内にあり、月曜日～金曜日（午前９時半～午後４時）にご利用できますので、いつ

でも気軽にあそびにきてください。 お問い合わせは、子育て支援センター（ＴＥＬ82‐2232）まで

12・1月の事業 時間：午前10時～正午

年末年始の１２月２７日（土）から１月５日（月）まで、子育て支援センターはお休みになります。

たけのこ広場の様子 子育て講座の様子
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井
手
町
の
小
・
中
学
校
で
取
り
組
む

「
書
く
力
」
の
育
成

み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
。

今
回
は
、
井
手
町
の
小
・
中
学
校
で

取
り
組
ん
で
い
る
「
書
く
力
」
の
育

成
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

書
く
こ
と
が
苦
手
だ
と
い
う
子
ど

も
た
ち
は
、
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

書
く
こ
と
は
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、

自
分
の
思
い
や
考
え
を
整
理
す
る
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
思

い
や
考
え
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
に

は
、
受
け
手
で
あ
る
相
手
の
こ
と
も

し
っ
か
り
と
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。当

た
り
前
で
す
が
、
教
科
書
や
テ

ス
ト
問
題
は
書
き
言
葉
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
話
し
言
葉

が
達
者
で
あ
っ
て
も
書
き
言
葉
に
な

じ
ん
で
い
な
い
子
は
、
学
年
が
進
む

に
つ
れ
て
学
習
に
つ
い
て
行
き
に
く

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
井
手
町
の
小
・
中
学
校
で

は
、
義
務
教
育
９
年
間
を
通
し
て
「
書

く
力
」
を
高
め
る
授
業
改
善
を
進
め

ま
し
た
。

小
学
校
で
は
、
書
き
方
の
型
を
身

に
付
け
さ
せ
た
り
、
書
く
機
会
を
増

や
し
た
り
し
て
、
書
く
こ
と
へ
の
抵

抗
を
取
り
除
き
な
が
ら
「
書
く
力
」

を
付
け
て
い
ま
す
。
一
例
を
あ
げ
る

と
、
数
式
を
言
葉
で
書
き
表
し
て
み

る
な
ど
、
書
く
こ
と
を
通
し
て
考
え

る
力
を
伸
ば
す
工
夫
も
行
っ
て
い
ま

す
。中

学
校
で
は
、
国
語
科
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
全
教
科
で
「
書
く
力
」

を
付
け
る
内
容
を
取
り
入
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
保
健
体
育

科
で
も
、
授
業
の
終
わ
り
に
活
動
の

ふ
り
返
り
を
カ
ー
ド
に
書
く
な
ど
の

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
書
く
習
慣
を
付
け
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。

①
毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し
た
伝
言
を
メ

モ

に
書
か
せ
る
。（
大
人
が
、
メ
モ

を
す

る
習
慣
を
子
ど
も
に
見
せ
る

こ
と
も

大
事
で
す
。）

②
親
子
（
家
族
）
で
、
短
い
手
紙
の

や

り
と
り
や
交
換
日
記
を
す
る
。

い
ろ
い
ろ
工
夫
し
な
が
ら
書
く
機

会
を
増
や
す
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

が
学
力
を
伸
ば
し
て
い
く
基
盤
が
作

ら
れ
ま
す
。
学
校
で
の
取
組
の
ご
支

援
と
と
も
に
、
ご
家
庭
で
も
書
く
習

慣
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

教育の窓

井手町人権啓発コンクールの作品から
“人権の大切さ”を「ポスター」と「標語」で表現した第５回井手町人権

啓発コンクールの応募作品を紹介します。

作品から伝わってくる人権に対する純粋な気持ちにふれることにより、

『人権の芽』を育て、みんなで“人権尊重のまち”を築いていきましょう。

【人権標語】

「ぼくらはみな 命と心 たいせつに」 井手小学校６年 竹田涼馬さん

「一人じゃないよ！！ みんな一緒の友達だから」 多賀小学校６年 阪田聖樹さん

「差し出す手 伝わる心は あたたかい」 泉ヶ丘中学校３年 小川菜摘さん

【人権啓発ポスター】

井手小学校５年 山本明日風さん

多賀小学校１年 柏原恵梨さん 泉ヶ丘中学校２年 奥山生夏さん
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【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／

月

日
・

日
（
金
）

１２

１２

１９

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／

月

日
（
金
）
午
前

時
～
正
午

１２

１２

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／

月

日
（
月
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

１５

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

《
手
芸
教
室
》

日
時
／

月

日
（
火
）・

日
（
木
）

１２

１６

１８

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
お
で
か
け
（
八
幡

流
れ
橋
）】

日
時
／

月

日
（
水
）
午
前

時
半
～

１２

１７

１１

場
所
／
四
季
彩
館

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／

月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

１１

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
１
月
８
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
、

歳
以
上

６５

【
楽
笑
健
康
づ
く
り
教
室
】

日
時
／

月

日
（
水
）
午
前

時
～
正
午

１２

１７

１０

／

月

日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

１９

場
所
／
い
ず
れ
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

監
督
課
（
℡

‐
６
９
４
９
‐
６
３
６
７
）
ま
た

０６

は
、
日
本
証
券
業
協
会
証
券
決
済
制
度
改
革
推
進

セ
ン
タ
ー
（
℡
０
１
２
０
‐

‐
０
９
１
５
）
ま

７７

で
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ

ま
し
た
か

新
築
住
宅
は
、
平
成

年
６
月
か
ら
住
宅
用
火

１８

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
に
お
住
ま
い
の
住
宅
（
戸
建
て
住
宅
・

店
舗
併
用
住
宅
・
共
同
住
宅
）
は
、
平
成

年
５
月

２３

日
ま
で
設
置
が
猶
予
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
切

３１な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
一
日
も
早
く
設
置

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
取
り
付
け
る
箇

所
は
、
寝
室
・
階
段
・
台
所
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
員
・
消
防
団
員
が
訪
問
し
た
り
、
特
定
の
業

者
に
販
売
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
業

者
の
服
装
や
急
が
せ
る
話
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
本
部
予
防

課
（
℡

‐
７
８
２
６
）
ま
た
は
、
京
田
辺
市
消

６３

防
署
井
手
分
署
（
℡

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／

月

日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

１２

１７

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／

月

日
・

日
・
１
月

日
（
土
）

１２

１３

２０

１０

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
の
調
整

に
つ
い
て

農
業
委
員
会
法
に
基
づ
い
て
、
農
業
委
員
会
名

簿
の
調
整
を
行
い
ま
す
。
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

書
は
実
行
組
合
を
通
じ
て
農
家
の
皆
様
に
配
布
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
は
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
定
め
に
よ
り
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
係
る
選
挙
権
、
被
選
挙
権
は
、
誰
も
が
取

得
で
き
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
資
格
を
持
っ
た

方
に
よ
る
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
の
申
請
が
必
要

で
す
。

選
挙
資
格
を
有
す
る
方
の
申
請
に
基
づ
い
て
、

１
月
１
日
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
選
挙
資
格
を
調

査
し
選
挙
人
名
簿
を
調
製
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
選
挙
権
資
格
を
有
す
る
方
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
選
挙
資
格

井
手
町
に
住
所
を
有
す
る
年
齢

歳
以
上
で
、

２０

次
に
該
当
し
て
い
る
方

●

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
所
有
、
借
受
け
し
、

１０

耕
作
の
業
務
を
営
む
方

●
右
記
の
方
と
同
居
す
る
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶

者
で
、
耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が
年
間
お
お
む

ね
、

日
に
達
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

６０

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
農
業
委
員
会
事
務

局
（
役
場
産
業
環
境
課
内
℡

‐
６
１
６
８
）
ま

８２

で
製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成

年
工
業
統
計
調
査
を

月

日
現
在
で

２０

１２

３１

行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年

月
か
ら

１２

来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
御
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
経
済
産
業
省
・
京
都
府
・
井
手
町

上
場
株
券
が
無
効
に
！

上
場
株
券
の
発
行
・
流
通
制
度
が
紙
に
印
刷
さ

れ
た
株
券
か
ら
、
証
券
会
社
等
の
口
座
を
通
じ
た

電
子
的
な
管
理
方
法
に
切
り
替
わ
る
、「
株
券
電
子

化
」
が
平
成

年
１
月
５
日
に
実
施
さ
れ
る
予
定

２１

と
な
っ
て
お
り
、
自
宅
や
貸
金
庫
等
で
保
管
さ
れ

て
い
る
上
場
株
券
は
、
法
律
上
「
無
効
」
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
株
券
電
子
化
実
施
前
後
に
は
、
証
券
会

社
や
関
係
団
体
名
を
名
乗
り
、
株
券
を
回
収
す
る

行
為
や
、
電
子
化
実
施
後
に
無
価
値
に
な
っ
た
株

券
を
市
場
価
格
等
で
売
り
つ
け
る
行
為
、
上
場
会

社
に
な
り
す
ま
し
、「
特
別
口
座
」
の
開
設
に
伴
う

手
数
料
等
を
請
求
す
る
行
為
等
の
詐
欺
的
行
為
が

行
わ
れ
る
可
能
性
も
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
分

な
注
意
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
近
畿
財
務
局
理
財
部
証
券

月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
３
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
７
期
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
第
６
期
（
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
は
第
３
期
）
の
納
期
限
で
す

１２



2008-12広報いで１１９

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
】

日
時
／
１
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／

月

日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

１２

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／

月

日
（
金
）

１２

１２

対
象
／
Ｈ

・
４
・

か
ら
Ｈ

・
７
・
７
生
ま
れ

１７

１５

１７

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／

月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１２

２２

場
所
／
玉
泉
苑

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／

月

日
・
１
月
５
日
（
月
）

１２

１５

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
い
ず
れ
も
、
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／

月

日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

１２

２２

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
！

生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
を
安
定
供
給
し
、
き

れ
い
な
河
川
や
自
然
を
守
る
た
め
、
上
下
水
道

は
大
変
重
要
な
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

井
手
町
の
水
道
と
下
水
道
は
、
利
用
者
か
ら

の
料
金
な
ど
で
経
営
し
て
お
り
、
水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
が
納
付
さ
れ
な
い
と
管
理
運
営

に
支
障
が
生
じ
ま
す
。

安
心
で
安
全
な
水
の
供
給
を
行
う
に
は
、
日

常
管
理
や
水
道
施
設
・
設
備
の
更
新
、
さ
ら
に

は
老
朽
管
の
取
替
え
な
ど
の
投
資
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
汚
水
を
処
理
す
る
処
理
場
の
運
転
や

施
設
の
維
持
管
理
な
ど
の
経
費
が
、
下
水
道
事

業
に
は
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
は

料
金
が
キ
チ
ン
と
納
入
さ
れ
て
こ
そ
健
全
な
経

営
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
料
金
の
滞
納
が

年
々
増
加
し
て
お
り
、
健
全
な
事
業
運
営
に
支

障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
利
用
者
の
公
平
性
を
確
保
し
、

健
全
な
事
業
運
営
を
進
め
る
た
め
、
料
金
の
徴

収
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
納
付
要
請
等
に

も
か
か
わ
ら
ず
納
付
が
滞
る
場
合
に
は
、
督
促

状
や
催
告
書
を
送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
悪
質
な
滞
納
の
場
合
に
は
、
給
水
を

停
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

納
付
期
限
内
の
お
支
払
い
に
、
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

上
下
水
道
料
金
な
ど
で
不
明
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
上
下
水
道
課
（
℡

‐
６
１
６
９
）

８２

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／

月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

２５

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
１
月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～

時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／

月

日
（
水
）
午
前

時
～
午
後
２
時

１２

２４

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ

い
て

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
方
は
、
控
除
し

き
れ
な
か
っ
た
分
が
住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
減

額
さ
れ
ま
す
。

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、
平
成

年
分
か
ら
所
得

１９

税
が
減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成

年
か
ら
平
成

年
末
ま
で
に
入
居
し
、

１１

１８

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方

で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ

る
場
合
は
、
申
告
を
さ
れ
る
と
、
翌
年
度
の
個
人

住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
減
額
で
き
ま
す
。

平
成

年
度
以
降
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

２０

月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

１２

除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

平
成

年
分
の
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い

２０

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
あ
る
場
合
、
平
成

年
３

２１

月

日
ま
で
に
、
平
成

年
１
月
１
日
現
在
お
住

１６

２１

ま
い
の
市
町
村
へ
「
住
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
申
告
書
」
に
よ
り
申
告
（
郵
送
可
）

し
て
く
だ
さ
い
。

申告書の
備付場所

住宅借入金等特別税額
控除申告書の提出方法

住民税の住宅ローン
控除の適用を受ける方

井手町役場
源泉徴収票を添付して
井手町へ提出

所得税の確定申告を
さ れ な い 方

井手町役場
税 務 署

所得税の確定申告と
ともに税務署へ提出

所得税の確定申告を
さ れ る 方
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◆
一
般
書

「
見
知
ら
ぬ
町
」

坂
東
眞
砂
子

「
チ
ェ
ー
ン
・
ポ
イ
ズ
ン
」

本
多
孝
好

「
軍
師
の
門
」
上
・
下

火
坂
雅
志

「
モ
ニ
タ
ー
ル
ー
ム
」

山
田
悠
介

「
元
職
員
」

吉
田
修
一

「
イ
ン
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
―
楽
園
に
て
」

渡
辺
容
子

「
雷
神
帖
」

池
澤
夏
樹

◆
児
童
書

「
て
ぶ
く
ろ
が
い
っ
ぱ
い
」

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

月
～
翌
年
３
月

１０

午
前

時
～
午
後
５
時

１０

☆

月
・
１
月
の
休
館
日

１２月

・
・
・

～

日

１２

１５
２２
２４
２７

３１

１
月
１
～
５
・
・
・
・

日

１３
１９
２６
２９

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人

冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

月
１２

ル
イ
ス
・
ス
ロ
ボ
ド
キ
ン

「
え
ん
ぴ
つ
く
ん
」

ブ
ル
ー
ス
・
イ
ン
グ
マ
ン

「
ト
ラ
ン
プ
お
じ
さ
ん
と
ペ
ロ
ン
ジ
の

な
ぞ
」

た
か
ど
の
ほ
う
こ

「
あ
り
の
フ
ェ
ル
ダ
」

オ
ン
ド
ジ
ェ
イ
・
セ
コ
ラ

☆

月
・
１
月
の
図
書
館
行
事

１２

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

月

日
（
土
）・
１
月

日
（
土
）

１２

１３

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

月

日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら

１２

２０

１
月

日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

１７

《
人
形
劇
と
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
》

月

日
（
火
）
午
前

時

分
か
ら

１２

１６

１０

１５

場
所
／
玉
川
保
育
園

上
演
者
／
人
形
劇
団
「
ぱ
ふ
ぱ
ふ
」

＊
今
年
度
の
「
絵
本
の
贈
呈
及
び
読
み

聞
か
せ
」
は
、
来
年
１
月
に
実
施
予
定

で
す
。

脳ボケはＮＯ！
久保田競
人の名前が出てこない、もの
のしまい場所を忘れる、何度
も同じことをいう…。こんな
症状があればボケは始まって
いる！ 脳を鍛えてボケを先
延ばしする方法を紹介。記憶
と脳の働きやリハビリに関す
る最新情報も収録。

わくわく☆おもちゃ
島田明美・尾田芳子・チームＹａｍｙ
人形、ままごと、いないい
ないばあなど、遊びの種類別
に子どもが好む感覚に応えら
れるよう工夫された手づくり
おもちゃのアイデアを紹介。
遊び方、かかわり方などのア
ドバイスも掲載する。簡単に
作れるラクラク型紙付き。

十二支のはやくちことばえほん
高畠純
「ぬれねずみ ぬれどぶねず
み ずぶぬれ どぶねずみ」な
ど、十二支の動物たちのユー
モラスでセンスあふれるイラ
ストとともに、はやくちこと
ばを紹介。読んで笑える、覚
えてためになるはやくちこと
ば絵本。

まつぼっくりのぼうけん
バーナデット・ワッツ
高い山のひとしずくが、川へ、
海へと流れる様子を、五つの
まつぼっくりの目を通して描
く。海にただよい出たまつぼ
っくりは、どうなるのだろ
う？ なじみのある題材に独
自の観点をもちこみ、自然の
生態、環境問題を紹介する。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ

老
齢
基
礎
年
金
と
は
。

Ａ

老
齢
基
礎
年
金
と
は
、
受
給
資
格
期
間
を
満

た
し
た
方
が

歳
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る

６５

年
金
で
す
。

ま
た
、
受
給
資
格
を
満
た
せ
ば
原
則
と
し
て
６５

歳
か
ら
将
来
に
わ
た
っ
て
年
金
が
受
け
ら
れ
る
終

身
年
金
で
す
。

受
給
資
格
期
間
と
は
、
次
の
期
間
の
合
計
が
２５

年
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間

●
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
又
は
学
生
納
付
特
例

を
受
け
た
期
間

●
第
３
号
被
保
険
者
期
間

●
昭
和

年
４
月
以
降
の
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

３６

の
加
入
期
間

●
任
意
加
入
で
き
る
人
が
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

（
合
算
対
象
期
間
）

合
算
対
象
期
間
と
は
、
受
け
取
る
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
年
金
受
給
期
間
と
し
て
合

算
さ
れ
ま
す
。

主
な
例
と
し
て
、
厚
生
年
金
や
共
済
期
間
の
加

入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
で
、
昭
和

年
４
月
か
ら

３６

昭
和

年
３
月
ま
で
の
う
ち
、
国
民
年
金
に
任
意

６１

加
入
し
な
か
っ
た
期
間
。
平
成
３
年
３
月
以
前
に

学
生
で
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
。
厚
生
年
金

の
脱
退
手
当
金
を
受
け
た
期
間
の
う
ち
、
昭
和
３６

年
４
月
以
降
の
期
間
。
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ごみ収集日程表（12月11日～1月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL８２‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、内
垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田

⑧１２月１５日
１月８日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨１２月１６日
１月９日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩１２月１７日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、安
堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山

⑪１２月１８日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫１２月１９日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝

⑬１２月２２日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭１２月２３日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、下赤
田、上赤田、鳥休

⑮１２月２４日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・

洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発 泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

区 分

地 区

１２月２４日
１２月１７日

１月７日
１月８日１２月２５日１２月１１日１２月１８日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

１２月１７日

１月７日
１２月２４日１月９日１２月２５日１２月１２日１２月１９日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

１２月１７日

１月７日

１２月１１日

１２月２５日
１月８日１２月１８日－１２月２４日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区



住 民 カ レ ン ダ ー

行 事曜月日

妻夫住所

山 口 麻 維福 島 賢 二井手

山 下 亮 子森 島 純 一井手

〈
出
産
〉

届出人赤ちゃん住所

哲 治波瑠玖
は る く

田 中井手

直 子美 華
み か

南 本田村新田

紘 好由 季
ゆ き

横 田井手

辰 也莉 奈
り な

吉 岡井手

弘 一大 馳
だい ち

市 場多賀

料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）木12/11
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
３歳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

金12

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

土13

日14
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）月15
人形劇とパネルシアター（午前１０時１５分～、玉川保育園）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
離乳教室（午後１時半～３時半、保健センター）

火16

楽笑健康づくり教室（午前１０時～正午、保健センター）
生き生きふれあいサロン【おでかけ（八幡流れ橋】（午前１１時半～、四季彩館）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水17

手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木18
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
楽笑健康づくり教室（午後１時半～３時、保健センター）金19
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後３時～、山吹ふれあいセンター）

土20

日21
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月22

火23
こころの相談室（午前１０時～午後２時、いづみ人権交流センター）水24
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）木25

役場仕事納め（１２月２７日～１月４日まで閉庁）金26
年末年始のし尿臨時収集について
年末の臨時収集（有料）は１２月２５日（木）午後３時まで受付、１２月２６日

（金）まで収集します。年始は１月５日（月）から受付、１月６日（火）より
収集します。その他、し尿収集に関するお問い合わせは、年末１２月２９日
（月）午後５時までに、新年は１月５日（月）午前８時３０分以降にご連絡
ください。
また、収集もれの場合は、収集口から確認の上、翌日（翌日が土・日・祝
日の場合は翌開庁日）に連絡してください。
連絡は、城南衛生管理組合業務課（℡０７５－６３１－５１７１）まで

土27

日28

月29

火30

水31
元日木1/1

図書館は、１２月２７日（土）～1月５日（月）まで休館します。
金2
土3
日4

役場仕事始め
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月5

火6
育児相談（受付：午前９時半～１０時半、西部公民館）水7
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木8
マタニティスクール（午後１時半～３時半、保健センター）金9
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

土10

出張徴収【多賀】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（12月11日～1月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

〈
婚
姻
〉

（１０月２０日から１１月１９日までの届出分・敬称略）

（１０月２０日から１１月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名 称

0774－82－6161総 務 課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税 務 課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建 設 課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署 井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収【北・南】
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